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Theaqueousextractoftherindofgrapespackedinpolyamide－6filmpouchesisgradually  
dehydratedtodryness，Withtheformationofcolorless crystals（Plate．1），during along  

periodofpreservation・Itisapparently due to rather highpermeability ofpolyamide－6  

film to watervapor．   

Thesameresultswereobtainedwith the solutionsof sodium chloride，glucose，Cane  
Sugar，Citric acidand sodiumglutamate（Plate．2，3）．   

1tmaysuggestthepracticalapplicationtodehydrationoffood8underasepticcondition，  

1．緒  言  

著者らはさきにキャンベル・アーリー種ブドウの黒紫色果実の果皮を同量の永とともに600Cに  

温めてガーゼで絞り，さらにガラスフィルター，次に折紙で折過して得た透明赤紫色の液を各種の  

プラスチック・フイルムで作った袋に密封し，加熱殺菌ののち，これらを明所暗所，冷所温所の種  

々の条件で保存して，その変色の度合を調べ  

た1），そのときポリアミドー6で密封包装のもの  

だ別まフイルムを通して水分が著しく外部へ蒸  

散して数ヶ月後には袋の中に赤紫色の粘相国体  

が残るのを見た．そののちこれを袋のままで顕  

徽鏡で見たところ，Platelのような四角形の  

小結晶が析出していることを知った．（しかし  

これが何物であるかは同定していない）   

本研究ではポリアミドー6，フイルムをむしろ  

透湿膜として考えて，種々の食品性永溶液を密  

封包装して保存するうち，フイルムを通して水  

分が蒸散するので調らべたので，ここに報告する．  

polyamide－6poucbafterlomg pre－  
SerVation ofgrape既加Ct．  
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2．実 験 方 法  

2・1ポリアミドー8・フィルム 使用した無延伸ポリアミドー6，フイルムは，厚さ0．045mmで  

あって，その気休透過度および透湿度の測定値はTablelに示す通りである．  

Tablel Permeabilitie＄Ofpla＄ticfilm＄ tOga8e8andwatervapar  

Gaspermeabilite8（cc／m2／day）LWatervaporpermeabilities  
Kind of films  

CO墾IN豊l   （g／m2／血y）  air1 02  

Polyethylene，lowdensity  
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2・2 包装した物究   

塩 化 ナトリ ウ ム（日本薬局法）  

ブ  ド  ウ  糖（ 〝 ）  

．  糖（ 〝 ）  

7   エ   ソ  酸（ 〝 ）  

グルタミン酸ナトリウム（ 〝 ）  

の各30％水溶液  

2・3 実験の方法と結果 ポリアミドー6フイ  

ルムを用いて，10×1伽：mの袋を作り，これに  

塩化ナトリウムなど上記の物質の各30％水溶液  

を2伽nlずつ鈷め，口をヒートシールして密封  

し，温度18～おOcの室内に2ケ月間保存中に  

袋の中の水分がフイルムを通して外へ蒸散して  

重畳が減じ，結晶が析出し，さらに水分の蒸散  

がつずき，最後には水分は全くなく結晶または  

無定形固体だけになった．その経時的重量変化  

をFig．1に示すす．   

これを詳しく説明すると，  

（1）包装された塩化ナトリウムの別％永溶液  

は10日目から結晶が析出し始め，結晶がだんだ  

ん成長し，20日で完全に乾固して終った．  

（Plate2）  

（2）ブドウ糖の永溶液は7日目で濃縮乾回し  
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Fig．1Los＄eSin weight ofvarious aqueous  

solution，paCkedin pobamide－6films  

during preservation．  

①AqueotlSSOlution（30％）ofsodiumchloride  

⑧  〝  gluco8e  

④
④
⑤
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〝  Cane Sugar  

〝  Ci打ic acid  

〝  抑diumglu血te   

Pure water  
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Plate3 Crystalsof魯Odium glutam8te fqt）nd  
in匹bamitk－6p剛dl虚血ぼⅠ皿g  

匹飴erVati¢ndtIle叫u餌uS印Iution，  

po匝mide－6pouch dterlong pre一  
馳rVationoftboaqueou5魯01ution．  

元の粉末状となった．  

（3）ショ糖の水溶液は初めのころは漸次水分が蒸散し液ほだんだん濃縮されていったが，約1ケ  

月ごろから蒸散速度がにぶり，完全に乾固するまでには約2ケ月を要した．結晶にあらず無定形で  

あった．  

（4）クエン酸の永溶液ほ約1ケ月で完全に蒸散し乾圃した．無定形であった．   

は）グルタミン酸ナトリウムの水溶液は7日目から結晶が析出し始め，14日ビろから針状の大形  

結晶がイガ葉状に発達した．（Plate3）  

3．括  首  

ポリアミドづ・フイルムは気体透過性（通気性）が甚だ小，水蒸気透過性（透湿性）が甚だ大で  

ある特性を有することは衆知のことであるが，実際に著者らは今までにも，このフイルムで密封包  

装したものがフイルムを通して水分が著しく蒸散することをしばしば経験している．   

本研究はこのことをさらに調らべたものであって，将来水溶性食品などの無菌的脱水に応用され  

ることがあろうかと考えられる，但し包装材料から水で溶出する物質が極て少量あることが多少気  

にかからないでもない．  

文  献   

1）缶詰時報，別，177（1971）；本誌，10，54（1972）．  

－67－   




